
特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ② （令和２年度版） （様式２）

羅 針 盤 グランド 達 成 度
デザインの 改 善 状 況 の ま と め 次 年 度 の 課 題
項目Ｄ～Ｉ ① ② 総合

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目
分掌等

・ 各学部の授業の様子や学校行事等について、速やかにその様 ・ 各担当と連携をとり、写真の精選や文章の内容の充実化を図り、
Ⅰ 幼児児童生徒 １ 保護者、地域、関係機 ① 保護者の８０％以上が、た Ｉ Ｂ Ｂ Ｂ 子を掲載した。掲載する写真については、個人情報保護の観点 学校の様子をわかりやすく伝えるなど、より一層充実した内容を
の地域における 関に学校の教育活動につ よりや学校のホームページか から加工処理を確実に行うことを徹底するとともに、様子がわ 速やかに発信する。
豊かな生活の実 いて、具体的に伝えてい ら学校の様子がよくわかると 教務３係 かりやすいものを精選することを心がけた。
現に向けて努め ますか。 感じている。 各学部
ていますか。 各分掌

・ 同一のＰＴＡ活動を複数回に分けて実施するなど、一度に集まる ・ 書面によるお知らせだけでなく学校ホームページも利用してよ
② ＰＴＡ活動を年３回実施し、 Ｈ ことが難しい状況においても参加できるような工夫をした。また、通 り一層の情報発信に努める。これまでの働きかけを継続するととも
参加率が７０%以上である。 Ｂ Ｂ Ｂ 知作成を早めに行い、通知を郵送及び手交する際に担任から保護 に活動の様子を映像で発信する。また、保護者の負担にならない

ＰＴＡ 者に協力を呼びかける等の働きかけを行った。ＰＴＡ活動や役員会 ようにＰＴＡ活動内容の業務軽減と、会議の時間も短時間ですむ
は保護者が参加しやすいような時間設定とした。 ように資料の事前配付を行う。

２ 保護者、地域、関係機 ③ 保護者の９０％以上が「個 Ｆ ・ 保護者や学園職員から聞き取りをしながら、生活地図を作成 ・ 生活地図を作成する過程で、保護者および児童生徒の願いを適
関との共通理解が深ま 別の教育支援計画」の内容に Ｂ Ａ Ａ した。児童生徒の生活が一目で分かり、保護者・学園職員のニ 切に聞き取るとともに、今年度の評価にもとづいて適切な支援内
り、有効な支援が行われ ついて、関係機関と共有でき 運営・対 ーズが明確になった。 容を決定する。
ていますか。 る内容となっていると感じて 外系

いる。 助言・援
助機能係

④ 交流及び共同学習について Ｉ ・ コロナ感染拡大防止のため、小学部の一部とＡＬＴ交流を除 ・ 新しい生活様式に則った交流方法を年度初めより相手校と模索
保護者や関係機関の８０%以上 き、ＤＶＤ作成とその鑑賞など間接交流を実施した。 し、交流方法を複数用意し、その時の状況で一番ベストな交流が
が活動内容に満足している。 交流及び － Ａ Ａ 出来るよう、臨機応援に対応できるようにする。

共同学習 未実施

係

Ⅱ 地域の特別支 ３ 障害のある幼児児童生 ⑤ 地域の幼保小中学校等から Ｇ ・ 困難事例においても、福祉や医療との連携を図り、支援の方 ・ 読み書き困難な児童生徒について、その特性について学校全体
援に関するセン 徒の教育について、助言 年間２００件の要請を受けて Ｂ Ａ Ａ 向性を関係機関で図ることができた。 で共通理解を図り、ＩＣＴを含めた適切な支援方法について探っ
ター的な役割を 援助に努めていますか。 助言・援助に当たり、担任の 運営・対 ていく。
果たしています 取組に改善が見られた割合が 外系
か。 ８０％以上である。 助言・援

助機能係

⑥ ６０分ケース会議を含む研 Ｇ ・ 60分ケース会議を含む研修会を実施し、先生方の積極的な意 ・ 60分ケース会議の普及に努める。
修会を年間７回以上実施して Ｂ Ａ Ａ 見を引き出すことができ、校内の協力体制を構築することがで
いる。 助言・援 きた。

助機能係

Ⅲ 幼児児童生徒 ４ 個に応じたきめ細かな ⑦ 各学部が連携した指導を行 Ｄ ・ 小学部は中学部の校内就業体験に参加した。中学部の総合的 ・ 作業学習、校内就業体験の学部間交流学習をさらに進める。
一人一人の実態 指導を行っていますか。 うために、学部間の交流学習 Ｂ Ａ Ａ な学習の時間に、生徒の発表を小学部児童が見学した。中学部 ・ 作業学習、校内就業体験について指導、支援の内容や方法等に
に応じた適切な を年２回以上実施する。 学部主事 生徒が高等部の校内就業体験とデュアルシステムを、高等部職 ついて３学部で情報交換をする。
指導をしていま 員が中学部就業体験を見学した。中学部３年生が、高等部主事
すか。 と高等部３年生、高等部について話を聞く学習を実施した。

⑧ ９０％以上の保護者が「個 Ｄ ・ 保護者面談や連絡会議等で、個別の指導計画の内容について、 ・ 観点別学習状況の評価について、保護者や学園職員に積極的に
別の指導計画」について、保 Ｂ Ａ Ａ 保護者や学園職員と合意形成を図った。 説明していく。
護者の願いや児童生徒の実態
に合った目標・内容となって 教務２係
いると感じている。

５ 指導内容の確実な定着 ⑨ ８０％以上の教員が自立活 Ｅ ・ 目標設定用のシートに関するアンケートの多くの教員が活用 ・ 引続き、自立活動の目標設定用シートのを使用することで目標
を図る授業が行われてい 動の目標設定用シートを使っ Ａ Ａ Ａ し役立ったという回答を得ることができた。 設定が手順が明確になることなどのメリットを伝え、個別の指導
ますか。 て的確な目標設定ができたと 研修部 計画を充実に向け、研修していく。

感じている。

⑩ 「個別の指導計画」に掲げ Ｆ ・ 国語科、数学（算数）科についてはアセスメントを実施し、 ・ 学習指導要領に基づいた目標設定を行い、必要に応じて指導内
た目標の達成率が９０％以上 Ｂ Ａ Ａ 児童生徒の実態に応じた具体的な目標を設定した。 容を再組織して行うようにしていく。
である。 教務２係

⑪ 体育、保健体育のアセスメ Ｄ ・ アセスメントから目標設定までの大まかな流れについて、職 ・ 引き続き、アセスメントから目標設定、指導内容の決定などに
ントを作成し実施をとおして Ｂ Ａ Ｂ 員に向けて研修を行った。 ついて、全職員に周知できるように定期的に研修を重ねていける
一人一人の学習課題などの実 教務５係 ようにする。
態把握するために、検討の場 学習指導部
を３回以上設ける。 教科等１係



Ⅳ 健康や安全の ６ 健康に関する配慮や対 ⑫ 児童生徒一人一人の健康上 Ｈ ・ 送迎時や連絡会議、面談等で保護者や学園職員、関係機関と ・ 学校生活における配慮や対応についての情報の共有ができるよ
確保に努めてい 応を適切に行っています の配慮や対応について、関係 Ａ Ａ Ａ 健康に関する情報交換を行い、児童生徒の健康に関する情報を うに、送迎時や連絡ノート等を活用し、日々の情報共有を充実さ
ますか。 か。 者の８５％以上が情報共有で 保健・給 共有し、配慮や対応について共通理解を図った。 せる。また、必要に応じて関係機関との連携を図る。

きていると感じている。 食係

⑬ 安全点検を全職員で毎月実 Ｈ ・ 安全点検を毎月実施し、危険箇所等については事務職員の協 ・ 安全点検・管理責任者の意識向上が図れるよう、安全点検の重
施し、危険箇所改善率を９５ Ａ Ａ Ａ 力を得て早急に改善した。 要性を朝会などで全職員に伝え、共通理解を図る。また、危険箇
％にする。 保健・安 所や怪我等の情報については、迅速な報告と全職員への共有を徹

全部 底できるようにする。
防災・安
全係

７ 危機管理体制が確立 ⑭ 心肺蘇生法の講習会やアレ Ｈ ・ 新型コロナウィルス感染症のため、参加人数を制限したり、 ・ 今後も想定できる場面について訓練や研修を行い理解を深める
され、緊急時への備えが ルギー対応を含む救急対応訓 Ａ Ａ Ａ 実施回数を増やしたりして、職員救急対応訓練や保健研修を実 とともに、緊急時の対応について共通理解を図る。
できていますか。 練等を年４回以上実施し、９ 防災・安 施し、食物アレルギー等の緊急時での対応について共通理解を

０％の職員が対応について理 全係 図った。
解している。 アレルギ

ー対策係

⑮ いじめの未然防止に向けた Ｇ ・ 朝の打合せ、学部会等での情報共有や教育相談週間、なかよ ・ 保護者への情報発信が十分ではなく外部評価は低かった。今後
取組について、全ての教職員、 Ｂ Ａ Ｂ しアンケート等によりいじめや気になる事案について早期に対 は外部への情報発信について考えて行く必要がある。
保護者が満足している。 生徒指導 応することができた。

部

⑯ 危機管理マニュアルに基づ Ｇ ・ 危機管理マニュアルの見直しをし、マニュアルに基づいて警 ・ 今後も、警察や消防等の専門機関と連携を図りながら、緊急対
いて緊急対応訓練を年間３回 Ａ Ａ Ａ 察や消防等の専門機関と連携して緊急対応訓練年間４回実施し 応訓練を実施する。また、危機管理マニュアルの充実に努め、日
以上実施している。 防災・安 た。 頃から避難経路の確保や安全管理について発信していく。

全係

Ⅴ 将来の生き方 ８ キャリア教育の視点か ⑰ キャリア教育に係る授業を Ｅ ・ キャリア教育の全体計画を年度当初に教員に配付し、作業学 ・ 「進路だより」でも、キャリア教育の視点から行う授業や就業
に結びつく進路 ら、指導内容を整理して ８０％以上の教員が、年間３ Ｂ Ｂ Ｂ 習を含め全ての学習活動、及び校内・校外就業体験の事前学習 体験、職業自立推進事業の授業や研修会の様子を紹介するように
指導を行ってい 系統的な指導を行ってい 回以上行っている。 進路指導 や事後学習、高等部１年生対象の進路ガイダンス、卒業した先 努める。学部間の作業学習や就業体験の見学等を積極的に設定す
ますか。 ますか。 部 輩の講演会等がキャリア教育に係る授業であることを教員に説 る。

学習指導 明した。
部 今年度は、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため参加生

徒の人数に制限を設けたりしたため、授業を行った認識がない
９ 保護者、関係機関との ⑱ 学校からの進路に関する情 Ｉ 教員もいた。
連携のもとに発達段階に 報について、保護者の９０％以 Ｂ Ａ Ａ ・ 「進路だより」にデュアル班の実習の様子を紹介したり、写 ・ 「進路だより」の紙面をより充実していく。各学部や各学年の
応じた進路指導を行って 上が満足している。 進路指導 真を掲載したりして、読みやすい紙面になるよう工夫した。we 保護者に必要と思われる情報を、計画的に発信するように努める。
いますか。 部 bページにも速やかに掲載した。webページの進路部コーナーの

改訂を行った。

⑲ 関係支援機関や実習先、保 Ｇ ・ 学期に１回実施する個別面談や高３年生が実施する移行支援 ・ 今後も面談等実施の前に、学年主任や各担任と情報交換を行う
護者との情報交換を年間３回 Ｂ Ａ Ａ 会議において、校外就業体験の実施場所や卒業後の進路先につ ように努め、必要なら進路指導主事が同席するようにする。
以上実施している。（高等部） 進路指導 いて話し合えるよう、実施前に各担任や学年主任に必要な情報

部 を提供するように努めた。

⑳ 関係機関と連携しデュアル Ｆ ・ デュアルグループが実習を行っている事業所からは、生徒の ・ デュアルグループの取組みを「進路だより」やwebページで発
システムを実施し、対象生徒 Ａ Ａ Ａ 作業態度等に高評価をいただき、生徒の就労意欲も向上してい 信する。デュアルグループで実習する生徒を増やし、校内で身に
の８０％に変容が見られる。 進路指導 るという成果が得られた。 つけた力を試す実践の機会を増やしていくようにする。
（高等部） 部

教科等５
係


